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広報しもつま 2006.4

　

さ
き
の
市
長
選
で
無
投
票
再
選
を
果
た
し
た
小
倉
敏
雄
市
長
の
初
登
庁
式
が
、
３

月
27
日
下
妻
市
役
所
本
庁
舎
玄
関
前
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

初
登
庁
式
で
は
、市
民
の
み
な
さ
ん
や
職
員
に
大
き
な
拍
手
で
出
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
新
下
妻
市
の
更
な
る
飛
躍
に
向
け
2
期
目
へ
の
抱
負
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

多
く
の
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
支
援

で
、
引
き
続
き
市
政
を
担
う
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

改
め
て
そ
の
責
任
の
重
大
さ
を
痛
感
す

る
と
と
も
に
、
市
民
の
み
な
さ
ま
の
負
託

に
応
え
る
た
め
、
公
平
・
公
正
・
誠
実
を

市
政
運
営
の
基
本
に
„
決
断
と
実
行
“
の

姿
勢
で
取
り
組
ん
で
参
る
決
意
で
あ
り
ま

す
。

　

１
点
目
は
、
自
立
し
た
ま
ち
づ
く
り
で

す
。
そ
の
た
め
に
は
、
健
全
な
行
財
政
運

営
が
不
可
欠
と
な
り
ま
す
の
で
、
事
務
事

業
の
ス
リ
ム
化
を
図
り
、
Ｉ
Ｔ
時
代
を
踏

ま
え
た
電
子
自
治
体
の
実
現
に
向
け
、
効

率
的
な
行
財
政
運
営
の
推
進
に
努
め
ま

す
。
ま
た
、
土
地
利
用
計
画
や
都
市
計
画

道
路
の
見
直
し
、
既
存
の
国
道
・
県
道
を

生
か
し
、
従
来
の
幹
線
道
路
の
整
備
や
生

活
道
路
整
備
と
合
わ
せ
、
交
通
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
充
実
を
図
り
歳
入
・
歳
出
を
見
直

し
、
財
政
基
盤
の
強
化
に
努
め
ま
す
。

　

２
点
目
は
、
活
気
に
満
ち
た
産
業
・
観

光
づ
く
り
で
す
。
農
・
工
・
商
業
の
均
衡

あ
る
発
展
の
た
め
に
積
極
的
な
事
業
展
開

が
必
要
で
す
。
特
に
、
農
業
で
は
、
生
産

基
盤
や
周
辺
環
境
整
備
と
と
も
に
、
担
い

手
育
成
、農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
の
推
進
、

ま
た
、
商
店
街
の
活
性
化
対
策
や
つ
く
ば

下
妻
第
二
工
業
団
地
へ
の
優
良
企
業
の
誘

致
に
努
め
ま
す
。

　

３
点
目
は
、
い
き
い
き
輝
く
ま
ち
づ
く

り
で
す
。
少
子
高
齢
社
会
や
女
性
の
社
会

進
出
な
ど
複
雑
化
す
る
社
会
の
潮
流
を
踏

ま
え
た
施
策
で
す
。
こ
こ
で
は
、
保
育
と

高
齢
者
ケ
ア
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
へ
の
支
援

な
ど
を
と
お
し
て
、
人
に
優
し
い
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
こ
と
が
テ
ー
マ
と
な
り
ま

す
の
で
、
下
妻
市
次
世
代
育
成
支
援
行
動

計
画
の
推
進
や
医
療
・
介
護
予
防
対
策
・

防
犯
・
防
災
対
策
に
努
め
安
全
・
安
心
で

快
適
な
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

　

４
点
目
は
、
地
球
に
優
し
く
緑
を
守

る
た
め
、
農
地
や
平
地
林
な
ど
の
豊
か
な

緑
と
鬼
怒
川
・
小
貝
川
・
砂
沼
な
ど
の
豊

か
な
水
資
源
を
保
全
し
、
新
下
妻
市
が
誇

れ
る
住
民
と
の
協
働
に
よ
る
花
い
っ
ぱ
い

の
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
力
を
入
れ
ま

す
。

　

以
上
申
し
上
げ
ま
し
た
４
つ
の
重
点
施

策
に
、
先
人
が
築
き
・
培
わ
れ
た
歴
史
と

伝
統
と
文
化
を
尊
重
し
な
が
ら
、
新
市
の

一
体
性
を
速
や
か
に
醸
成
し
、
新
市
建
設

計
画
に
定
め
ら
れ
た
„
都
市
と
自
然
が

共
生
し
、
安
全
で
快
適
な
ま
ち
下
妻
市
“

„
人
が
活
き
活
き
輝
く
ま
ち
下
妻
市
“
づ

く
り
に
向
け
、
誠
心
・
誠
意
市
民
の
み
な

さ
ん
と
と
も
に
取
り
組
み
、
４
６
，
０
０

０
余
の
市
民
の
み
な
さ
ん
が
„
下
妻
市
に

住
ん
で
良
か
っ
た
。
こ
れ
か
ら
も
下
妻
市

に
住
み
続
け
た
い
“
と
思
わ
れ
る
住
み
よ

い
郷
土
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
市
政
に
対
す
る
み
な
さ
ん

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

２
期
目
は
、自
立
し
た
ま
ち
づ
く
り
を

め
ざ
し
、行
財
政
基
盤
を
整
備
し
ま
す

抱
負
を
語
る

抱
負
を
語
る

昭和１５年５月５日、下妻市陣屋に生まれる。
昭和４０年３月、日本大学理工学部を卒業し、
昭和５５年家業である株式会社小倉製作所の
代表取締役となり、家業に専念。また、下妻
検察審査協会理事、下妻市監査委員を歴任。
平成１４年４月、下妻市長に就任以来現在２
期目。住所は、下妻乙１５３番地３。家族は
母と長女、長男夫婦と孫２人の７人暮らし。
６５歳。
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　桜の花が満開になった観桜
園で、入園式を終わって、ポ
カポカ陽気の中で桜の花を見
ようと、立ち寄った親子連れ
にシャッターを押しました。

今月の表紙

❷第２期　小倉市政がスタート
住んでみたい・住み続けたい
まちづくりに取り組みます

❹人事異動

❺行政区長表彰・固定資産評価審
査委員会委員の選任

❻まちのわだい

12新下妻市の歴史再発見

13温かい善意・博物館収蔵
口頭詩・市民文芸

14４月１日から公共下水道に接続
できる区域が拡大されました

15健康・ダイオキシン測定結果

16健康カレンダー

17おめでた・おくやみ
編集デスク

18わがやのにんきもの
さわやかリレー

大きな拍手のなか初登庁

職員から花束を手渡される小倉市長

●●

第２期   小倉市政がスタート

3 2

第２期   小倉市政がスタート
住んでみたい・住み続けたいまちづくりに取り組みます
都市と自然が共生し、安全で快適なまち下妻市をめざして

市民のみなさんや職員に迎えられて初登庁
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4
月
1
日
付
け
で
人
事
異
動
が
発
令
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
職
員
一
丸
と
な
っ
て
、
市
政
発
展
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

人
事
異
動

斉　

藤　

森　

一　

総
務
部
副
参
事

安　

田　

一　

男　

生
活
環
境
課
長

広　

瀬　

好　

一　

く
ら
し
の
窓
口
課
長

木　

村　
　
　

孝　

保
健
セ
ン
タ
ー
所
長

渡　

辺　
　
　

茂　

農
地
整
備
課
長

人　

見　

建　

一　

学
校
教
育
課
長

人　

見　

健　

一　

生
涯
学
習
課
長

寺　

田　

武　

司　

総
務
課
防
災
対
策
室

　
　
　
　
　
　
　
　

長

板　

橋　

光　

男　

企
画
課
長
補
佐
兼
開

　
　
　
　
　
　
　
　

発
係
長

斉　

藤　
　
　

敏　

企
画
課
新
市
建
設
計

　
　
　
　
　
　
　
　

画
推
進
室
長

神　

郡　

健　

夫　

都
市
整
備
課
長
補
佐

　
　
　
　
　
　
　
　

兼
公
園
街
路
係
長

本　

橋　

金　

夫　

都
市
整
備
課
長
補
佐

　
　
　
　
　
　
　
　

兼
区
画
整
理
係
長

粕　

田　
　
　

潔　

下
水
道
課
長
補
佐
兼

　
　
　
　
　
　
　
　

工
務
係
長

石　

黒　
　
　

哲　

企
画
課
統
計
係
長

岡　

田　

和　

之　

税
務
課
市
民
税
係
長

倉　

持　

寛　

城　

収
納
課
収
納
係
長

久
保
ノ
谷
三
枝
子　

福
祉
事
務
所
社
会
福

　
　
　
　
　
　
　
　

祉
係
長

石　

塚　

は
る
江　

福
祉
事
務
所
人
権
推

　
　
　
　
　
　
　
　

進
室
係
長

引　

野　

光　

郎　

建
設
課
建
築
係
長

飯　

田　
　
　

薫　

都
市
整
備
課
都
市
計

　
　
　
　
　
　
　
　

画
係
長

猪　

瀬　
　
　

寛　

公
民
館
係
長

宇　

梶　

洋　

人　

総
務
課

板　

橋　

孝　

子　

人
事
課

田　

崎　

明　

美　

総
務
部
付

池　

田　

由　

美　

企
画
課

森　

川　

隆　

博　

企
画
課

井　

上　
　
　

規　

税
務
課

保
戸
山　

優　

子　

税
務
課

山　

中　
　
　

宏　

税
務
課

鈴　

木　

淳　

子　

生
活
環
境
課

羽　

田　
　
　

勝　

市
民
安
全
課

磯　

山　

隆　

行　

保
険
年
金
課

栗　

原　

利　

江　

保
険
年
金
課

上　

野　

知　

子　

保
険
年
金
課

大　

月　

貴　

志　

介
護
保
険
課

森　
　
　

陽　

子　

介
護
保
険
課

小　

口　

昌　

代　

保
健
セ
ン
タ
ー

飯　

村　

ゆ
か
り　

保
健
セ
ン
タ
ー

石　

島　

真
里
子　

福
祉
事
務
所

海
老
澤　

尚　

子　

農
政
課

平　

石　

順　

一　

農
政
課

猪　

瀬　

直　

美　

商
工
観
光
課

飯　

塚　

太　

郎　

建
設
課

斉　

藤　

智　

子　

学
校
教
育
課
騰
波
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　

江
幼
稚
園

大
久
保　

か
代
子　

学
校
教
育
課
豊
加
美

　
　
　
　
　
　
　
　

幼
稚
園

村　

山　

百
合
子　

学
校
教
育
課
豊
加
美

　
　
　
　
　
　
　
　

小
学
校

栗　

原　

幸　

子　

学
校
教
育
課
豊
加
美

　
　
　
　
　
　
　
　

小
学
校

稲　

葉　
　
　

太　

図
書
館

塚　

田　

倫　

子　

議
会
事
務
局

鈴　

木　

清　

嗣　

水
道
事
業
所

猪　

瀬　

孝　

夫　
（
農
地
整
備
課
長
）

藤　

倉　

政　

臣　
（
総
務
部
副
参
事
）

浅　

野　
　
　

平　
（
く
ら
し
の
窓
口
課

　
　
　
　
　
　
　
　

長
）

木　

村　

ま
り
子　
（
市
民
課
副
参
事
）

坂　

野　

節　

子　
（
学
校
教
育
課
副
参

　
　
　
　
　
　
　
　

事
）

沼　

尻　

俊　

子　
（
学
校
教
育
課
副
参

　
　
　
　
　
　
　
　

事
）

鈴　

木　

直　

美　
（
介
護
保
険
課
）

石　

塚　

委
理
子　
（
福
祉
事
務
所
）

渡　

辺　

一　

郎　
（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
）

　

３
月
31
日
、
千
代
川
区
長
会
総
会
が

千
代
川
庁
舎
で
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
席
上
で
、
地
域
住
民
と
市
の
パ

イ
プ
役
と
し
て
永
年
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

で
ご
活
躍
い
た
だ
い
た
18
地
区
の
区
長

さ
ん
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
長

い
間
大
変
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。

地域住民と市のパイプ役として活躍いただいた区長

長い間ご苦労さまでした

感
謝
状

（
４
年
以
上
勤
務
さ
れ
退
職
す
る
方
）

砂　

子　
　

宇
津
野
周ち
か

夫お

さ
ん

西　

鯨　
　

染
谷　

四し

郎ろ
う

さ
ん

下　

栗　
　

岩
本　

晴は
る

雄お

さ
ん

宗
道
東
一　

飯
島
六ろ
く

之の

助す
け

さ
ん

宗
道
東
二　

高
橋　

英え
い

一い
ち

さ
ん

宗
道
西
一　

岩
田　

重し
げ

義よ
し

さ
ん

宗
道
西
二　

松
村　

康や
す

生お

さ
ん

見
田
西　
　

絵
面　

安や
す

雄お

さ
ん

長　

萱　
　

飯
塚　

定さ
だ

和か
ず

さ
ん

五　

箇　
　

六
原　

義よ
し

明あ
き

さ
ん

感
謝
状

（
４
年
以
上
勤
務
さ
れ
て
い
る
方
）

田　

下　
　

木
瀬　

武た
け

二じ

さ
ん

本
宗
道
北　

石
塚　
　

實み
の
るさ
ん

本
宗
道
南　

稲
葉　

公き
み

男お

さ
ん

唐　

崎　
　

中
島　

武た
け

雄お

さ
ん

伊
古
立　
　

飯
泉　

正ま
さ

夫お

さ
ん

鎌
庭
新
宿　

石
田　
　

博ひ
ろ
しさ
ん

別
府
本
田　

腹
部　

英ひ
で

夫お

さ
ん

別
府
新
田　

荒
川　
　

勇い
さ
むさ
ん

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
に

舘
野　

良り
ょ
う

さ
ん
（
下
妻
乙
）

田
村
光み

つ

男お

さ
ん
（
下
妻
丁
）

が
選
任
さ
れ
る

　

第
１
回
定
例
会
（
３
月
議
会
）

に
お
い
て
、
舘
野　

良
さ
ん
と
田

村
光
男
さ
ん
が
、
固
定
資
産
評
価

審
査
委
員
会
委
員
に
選
任
さ
れ
ま

し
た
。
任
期
は
、
平
成
18
年
３
月

29
日
か
ら
21
年
３
月
28
日
ま
で
の

３
年
間
で
す
。

　

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
は
、

固
定
資
産
評
価
額
に
対
し
、
不

服
申
し
出
が
あ
っ
た
場
合
に
中
立

的
・
専
門
的
な
立
場
か
ら
不
服
の

内
容
に
つ
い
て
審
査
、
決
定
す
る

機
関
の
委
員
で
す
。

田村光男さん 舘野　良さん

●●

千代川地区区長

永年勤続表彰者
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課
長
級

課
長
補
佐
級

係
長
級

一
般
職
員

退
職
者
（
３
月
31
日
付
）

千代川地区区長

永年勤続表彰者



熱
気
と
、
取
り
組
み
の
姿
勢
が
伝
わ
っ
て

き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
３
月
１
日
に
は
、
下
妻
市
を
含

め
た
地
域
の
安
全
・
安
心
に
役
立
と
う
と
、

Ｊ
Ａ
常
総
ひ
か
り
の
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
活

動
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
が
日
常

業
務
で
使
用
す
る
全
て
の
渉
外
車
に
防
犯

マ
グ
ネ
ッ
ト
シ
ー
ト
を
取
り
付
け
、
Ｊ
Ａ

常
総
ひ
か
り
管
内
を
業
務
に
合
わ
せ
て
パ

ト
ロ
ー
ル
す
る
取
り
組
み
で
す
。
下
校
時

の
子
ど
も
た
ち
を
見
守
り
、
不
審
者
・
不

審
車
を
見
か
け
た
時
は
積
極
的
に
警
察
・

学
校
な
ど
へ
連
絡
す
る
と
い
う
こ
と
で

す
。

　

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
広
が
れ
ば
、

地
域
の
安
全
・
安
心
に
と
っ
て
大
き
な
力

と
な
り
ま
す
。
市
民
の
み
な
さ
ん
も
、
地

域
の
安
全
は
自
ら
守
る
と
い
う
意
識
を
持

ち
、„
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
“
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

２
月
24
日
、
水
戸
市
の
県
民
文
化
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
、„
第
47
回
茨
城
県
統
計

大
会
“
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
席
上
で
、大
里
力り
き

男お

さ
ん
（
渋
井
）

が
„
農
林
水
産
大
臣
表
彰
“
を
、
鳩
貝
美よ
し

三み

さ
ん（
前
河
原
）と
櫻
井
茂
男
さ
ん（
大

園
木
）が
、„
経
済
産
業
省
統
計
調
査
部

長
感
謝
状
“
を
、佐
藤　

盛も
り

さ
ん
（
唐
崎
）

が
„
茨
城
県
統
計
協
会
総
裁
表
彰
“
を
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

受
賞
さ
れ
た
4
名
の
み
な
さ
ん
は
、
永

年
に
わ
た
り
、
国
勢
調
査
を
は
じ
め
数
々

の
調
査
に
従
事
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
の

度
、
各
種
統
計
調
査
業
務
へ
の
多
大
な
貢

献
が
認
め
ら
れ
、表
彰
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

統
計
調
査
は
調
査
員
を
は
じ
め
、
市
民

の
み
な
さ
ん
の
協
力
に
よ
っ
て
成
り
立
つ

も
の
で
す
。
こ
の
度
の
受
賞
、
誠
に
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

３
月
13
日
、
底
冷
え
の
す
る
天
気
の
な

か
、
市
内
の
各
中
学
校
体
育
館
で
合
併
後

初
の
卒
業
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
17
年
度
卒
業
生
は
４
９
３
名
。

„
こ
の
中
学
校
で
、
勉
強
や
ス
ポ
ー
ツ

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
、
一
生
懸
命
に

取
り
組
ん
で
こ
ら
れ
、
若
さ
み
な
ぎ
る
た

く
ま
し
さ
や
勇
気
を
、
こ
の
学
び
舎
に
咲

か
せ
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。
つ
ね
に
周

囲
へ
の
感
謝
の
心
や
思
い
や
り
の
心
、
ま

た
反
省
す
る
心
を
忘
れ
ず
に
、
こ
れ
か
ら

の
人
生
夢
に
向
か
っ
て
大
き
く
は
ば
た
い

て
い
っ
て
く
だ
さ
い
“
と
校
長
先
生
か
ら

の
は
な
む
け
の
言
葉
。„
校
長
先
生
を
は

じ
め
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
に
感
謝
し
な
が

ら
、
こ
の
母
校
か
ら
飛
び
立
ち
ま
す
“
と

力
強
く
卒
業
生
答
辞
が
あ
り
ま
し
た
。
卒

業
式
は
、
来
賓
者
を
は
じ
め
保
護
者
の
み

な
さ
ん
が
見
守
る
な
か
厳
粛
に
お
こ
な
わ

れ
、
目
が
し
ら
を
ハ
ン
カ
チ
で
お
さ
え
る

姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。
式
典
終
了
後
、
校

門
ま
で
下
級
生
が
花
道
を
つ
く
り
、
大
き

な
拍
手
で
卒
業
生
を
送
り
、
恩
師
や
友
達

と
握
手
や
記
念
写
真
を
撮
る
な
ど
、
い
つ

ま
で
も
別
れ
を
惜
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

３
月
10
日
、
多
文
化
共
生
関
連
事
業

の
一
環
と
し
て
、
県
国
際
化
推
進
奨
励
賞

の
授
賞
式
が
お
こ
な
わ
れ
、
そ
の
席
上
で

塙　

ノ
バ
さ
ん
（
長
塚
）
が
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
外
国
人
と
共
生
で
き
る

地
域
社
会
の
実
現
を
め
ざ
す
こ
と
を
目
的

と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
展
開
し
て
い

る
も
の
で
す
。
今
回
受
賞
さ
れ
た
塙
さ
ん

は
、
平
成
５
年
に
来
市
し
、
塾
講
師
の
傍
か
た
わ

ら
卓
越
さ
れ
た
語
学
で
外
国
人
の
児
童
・

生
徒
や
保
護
者
の
み
な
さ
ん
の
困
り
ご
と

や
心
配
ご
と
の
相
談
を
気
さ
く
な
人
柄
で

親
身
に
な
っ
て
お
こ
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
語
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
の
通
訳

や
茨
城
県
外
国
籍
県
民
懇
談
会
の
メ
ン
バ

ー
と
し
て
幅
広
く
活
躍
さ
れ
て
お
り
、
こ

の
度
県
知
事
か
ら
奨
励
賞
が
贈
ら
れ
た
も

の
で
す
。
栄
あ
る
受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

市内でおこなわれた各種行事や地域の話題など…
みなさんからの情報をお待ちしています。

（秘書課 広報広聴係  内線 1212）
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現
在
下
妻
市
で
は
、
自
分
た
ち
の
住
み

慣
れ
た
地
域
を
守
る
た
め
、
„
安
全
・
安

心
な
ま
ち
づ
く
り
“
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　

３
月
14
日
に
は
、
市
立
図
書
館
を
会
場

に
、防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
パ
ト
ロ
ー
ル（
平

成
18
年
３
月
17
日
現
在
５
９
４
名
加
入
）

発
足
以
来
初
め
て
の
研
修
会
が
お
こ
な
わ

れ
ま
し
た
。

　

研
修
会
に
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
パ
ト
ロ

ー
ル
約
80
名
が
参
加
し
、„
防
犯
パ
ト
ロ

ー
ル
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
“
や
„
子
ど

も
の
安
全
確
保
の
た
め
に
“
な
ど
の
研
修

を
受
け
ま
し
た
。
講
師
へ
の
質
問
が
数
多

く
出
さ
れ
、
パ
ト
ロ
ー
ル
の
み
な
さ
ん
の

安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く

り
取
り
組
み
広
が
る

防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
パ
ト
ロ
ー
ル

研
修
会
、
Ｊ
Ａ
常
総
ひ
か
り
防
犯

パ
ト
ロ
ー
ル
活
動

　

市
教
育
委
員
会
で
は
『
下
妻
市
史
料

－

井
上
下
妻
藩
関
係
（
22
）

－

』（
Ｂ
５
版

３
０
３
ペ
ー
ジ
１
冊
２
、５
０
０
円
）
を

発
刊
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
全
22
巻

（
23
冊
）
が
完
結
刊
行
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
巻
は
、
弘
化
２
年
（
１
８
４
５
）
か

ら
文
久
３
年
（
１
８
６
３
）
に
わ
た
る
井

上
下
妻
藩
の
記
録
を
収
録
し
て
お
り
、
井

上
家
の
諸
大
名
と
の
交
際
記
録
や
幕
末
の

混
乱
し
た
世
相
に
か
か
る
事
項
が
記
載
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、Ｃ
Ｄ

－

Ｒ
Ｏ
Ｍ
版
（
１
点
２
、５

０
０
円
）
も
作
成
し
ま
し
た
の
で
ご
活
用

く
だ
さ
い
。

【
頒
布
・
問
合
せ
】

　

生
涯
学
習
課　

内
線
２
８
３
３

TOPICSTOWNTOWN

地域の安全・安心なまちづくりを目指しての研修会

ＪＡ常総ひかりの防犯パトロールがスタート

左側から櫻井茂男さん・鳩貝美三さん・
大里力男さん・佐藤　盛さん

校長先生と満面の笑顔でハイ・ポーズ（千代川中）

晴れやかな表情で（東部中） 卒業証書が手渡される（下妻中）

塙　ノバさん（長塚）

●● 67 広報しもつま 2006.4 広報しもつま 2006.4

県
統
計
大
会
で
晴
れ
の
受
賞

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

下
妻
市
史
編
さ
ん
事
業
終
了

井
上
下
妻
藩
関
係
全
22
巻
完
結

学
び
舎
に
別
れ
を
つ
げ
る

市
内
の
各
中
学
校
で
卒
業
式

外
国
人
と
共
生
で
き
る
地
域
社
会

の
実
現
に
大
き
く
貢
献

県
国
際
化
推
進
奨
励
賞
受
賞

まま わわののちち だだ いい



　

桜
の
花
が
５
分
咲
き
と
な
っ
た
4
月
１

日
、ビ
ア
ス
パ
ー
ク
し
も
つ
ま（
長
塚
）で
、

下
妻
ほ
た
る
の
里
づ
く
り
研
究
会
会
長　

吉
井　

弘
さ
ん
を
は
じ
め
、
会
員
23
名
と

市
内
の
小
中
学
校
の
児
童
生
徒
14
名
の
手

に
よ
っ
て
ホ
タ
ル
の
放
流
式
が
お
こ
な
わ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
研
究
会
は
、
ホ
タ
ル
の
飼
育
を
と

お
し
て
良
好
な
自
然
環
境
を
守
る
こ
と
の

大
切
さ
を
小
・
中
学
生
の
み
な
さ
ん
と
い

っ
し
ょ
に
学
ぼ
う
と
昨
年
の
9
月
に
設
立

さ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
の
秋
、
水
戸
市
内
の
中
学
校
か
ら

譲
り
受
け
た
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
の
幼
虫
を
こ

れ
ま
で
大
切
に
育
て
、
整
備
さ
れ
た
せ
せ

ら
ぎ
に
放
流
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

み
な
さ
ん
の
手
に
よ
っ
て
放
流
さ
れ
た

ホ
タ
ル
は
、３
月
下
旬
か
ら
４
月
中
旬
に
、

水
中
か
ら
上
が
り
地
中
に
潜
り
サ
ナ
ギ
に

な
っ
て
、
初
夏
に
は
成
虫
と
な
り
、
き
れ

い
な
光
を
放
ち
な
が
ら
飛
ぶ
姿
を
、
私
た

ち
に
見
せ
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

さ
ん
が
中
心
に
な
っ
て
、
自
分
た
ち
の
住

み
な
れ
た
地
域
を
自
分
た
ち
の
手
で
き
れ

い
に
し
よ
う
と
ク
リ
ー
ン
作
戦
も
お
こ
な

わ
れ
、
子
ど
も
た
ち
も
、
大
人
た
ち
と
い

っ
し
ょ
に
大
き
な
ご
み
袋
を
片
手
に
ご
み

拾
い
を
し
ま
し
た
。

　

下
妻
消
防
署
や
千
代
川
分
署
ま
た
地
元

の
鎌
庭
地
区
消
防
団
員
の
協
力
の
も
と
、

約
１
０
０
名
の
み
な
さ
ん
が
ミ
ニ
防
災
訓

練
に
参
加
し
、
特
に
、
家
の
留
守
番
を
し

て
い
る
み
な
さ
ん
に
、
消
防
署
に
通
報
し

て
か
ら
、
消
防
自
動
車
が
火
災
の
現
場
に

到
着
す
る
ま
で
の
間
に
ど
の
よ
う
な
作
業

を
す
る
か
等
の
講
習
を
受
け
ま
し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
み
な
さ
ん
は
、
消
火
栓
の

ふ
た
を
開
け
接
続
作
業
を
す
る
と
、„
こ

ん
な
に
簡
単
に
接
続
で
き
る
の
か
“
な
ど

　

春
の
陽
射
し
が
こ
こ
ち
良
い
３
月
12

日
、
千
代
川
園
裏
の
広
場
（
鎌
庭
）
で
、

鎌
庭
新
宿
行
政
区
主
催
に
よ
る
ミ
ニ
防
災

訓
練
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
防
災
訓
練
前
に
親
友
会
の
み
な

　

昨
年
の
10
月
に
Ｕ

－

23
セ
ブ
ン
ズ
日
本

代
表
の
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
受
験
し
、
身
長

１
５
７
セ
ン
チ
と
小
柄
な
が
ら
持
ち
味
の

正
確
な
パ
ス
ワ
ー
ク
が
評
価
さ
れ
、
ス
ク

ラ
ム
ハ
ー
フ
（
Ｓ
Ｈ
）
と
し
て
、
見
事
選

出
さ
れ
大
舞
台
へ
の
最
初
の
一
歩
を
踏
み

出
し
た
も
の
で
す
。„
生
傷
が
絶
え
ま
せ

ん
が
、
辞
め
た
く
な
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。
こ
の
競
技
は
、
走
る
し
、
蹴
る
し
、

相
手
を
倒
す
し
と
、
い
ろ
ん
な
競
技
を
一

度
に
や
っ
て
い
る
み
た
い
で
飽
き
が
き
ま

せ
ん
。
最
終
的
な
目
標
は
２
０
１
０
年
の

Ｗ
杯
に
出
場
す
る
こ
と
で
す
“
と
大
き
な

瞳
を
輝
か
せ
な
が
ら
話
し
を
し
て
く
れ
た

青
栁
さ
ん
。
大
き
な
目
標
に
向
か
っ
て
大

い
に
羽
ば
た
い
て
く
だ
さ
い
。

年
は
県
内
25
の
小
学
校
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

両
小
学
校
で
は
、
人
権
擁
護
委
員
の

み
な
さ
ん
と
児
童
た
ち
が
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル

ド
や
サ
ル
ビ
ア
の
種
を
蒔
き
一
生
懸
命
育

て
、
き
れ
い
な
花
を
咲
か
せ
る
こ
と
で
、

お
互
い
を
尊
重
し
、
協
力
し
合
う
こ
と
の

大
切
さ
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

３
月
11
日
〜
12
日
に
横
浜
市
に
お
い
て

日
本
障
害
者
卓
球
連
盟
主
催
の
第
26
回
障

害
者
卓
球
ジ
ャ
パ
ン
カ
ッ
プ
横
浜
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
の
個
人
戦
・
車
椅
子
使
用
者

男
子
の
部
に
本
橋　

治
さ
ん
（
樋
橋
）
が

参
加
さ
れ
ベ
ス
ト
８
進
出
を
果
た
し
ま
し

た
。

　

ま
た
本
橋
さ
ん
の
所
属
す
る
茨
城
フ
ェ

ニ
ッ
ク
ス
Ａ
が
団
体
戦
・
車
椅
子
使
用
者

の
部
（
男
女
混
合
）
で
第
３
位
に
な
り
ま

し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

初
夏
に
は
き
れ
い
な
光
を

見
せ
て
ね

ホ
タ
ル
の
里
で
放
流
式

　

３
月
31
日
、
４
月
１
日
の
２
日
間
、
香

港
で
行
わ
れ
た
７
人
制
の
大
会
„
香
港
女

子
セ
ブ
ン
ズ
２
０
０
６
“
に
Ｕ

－

23
（
23

歳
以
下
）
に
日
本
代
表
選
手
と
し
て
、
青

栁
裕
子
さ
ん
（
鯨
）
が
出
場
し
ま
し
た
。

　

青
栁
さ
ん
は
、高
校
に
入
学
し
て
か
ら
、

マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
し
て
練
習
に
打
ち
込
む
選

手
た
ち
を
見
て
い
る
う
ち
に
少
し
ず
つ
楕

円
球
の
ラ
ク
ビ
ー
に
ひ
か
れ
、
„
ど
う

し
て
も
、自
分
で
や
り
た
く
な
っ
た
“
と
、

在
学
時
２
年
生
の
と
き
、
友
人
た
ち
と
い

っ
し
ょ
に
タ
ッ
ク
ル
の
な
い
タ
ッ
チ
ラ
ク

ビ
ー
の
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
、
練
習
に
励

む
日
々
を
過
ご
し
ま
し
た
。
高
校
卒
業
後

は
、
体
育
教
師
を
目
指
し
て
、
大
学
へ
進

学
し
、ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
に
所
属
す
る
傍か
た
わら
、

大
学
の
サ
ー
ク
ル
で
も
練
習
に
参
加
し
猛

練
習
を
し
て
い
ま
す
。

　

高
道
祖
小
学
校
・
上
妻
小
学
校
に
お

い
て
、„
人
権
の
花
運
動
“
に
尽
力
さ

れ
、
３
月
２
日
水
戸
地
方
法
務
局
下
妻
支

局
長
か
ら
児
童
た
ち
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
„
人
権
の
花
運
動
“
は
、
小
学
生

を
対
象
に
昭
和
57
年
か
ら
お
こ
な
わ
れ
て

い
る
啓
発
運
動
で
、
花
の
栽
培
を
と
お

し
て
子
ど
も
た
ち
の
情
操
を
よ
り
豊
か
に

し
、
思
い
や
り
の
心
を
育
て
る
こ
と
を
目

的
に
毎
年
実
施
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
今

の
声
が
あ
が
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
は
し

ご
車
や
地
震
体
験
車
の
試
乗
会
な
ど
も
あ

り
、
有
意
義
な
１
日
と
な
り
ま
し
た
。

TOPICSTOWNTOWN
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ただいまの震度は５弱です。地震体験車試乗会 “自分たちの地域を自分たちの手で” クリーン作戦

“初夏にはきれいな光を見せてね” と願いを込めて…

花の栽培をする上妻小のみなさん

女
子
ラ
グ
ビ
ー
の
セ
ブ
ン
ズ

U

－

23
代
表
に
選
出

青
栁
裕ゆ

う

子こ

さ
ん
（
鯨
）

最終的な目標は2010年のＷ杯出場です

人
権
の
花
運
動
に
感
謝
状

高
道
祖
小・上
妻
小
の
児
童
た
ち
に

感謝状を受ける高道祖小のみなさん

障
害
者
卓
球
ジ
ャ
パ
ン
カ
ッ
プ

横
浜
大
会  

ベ
ス
ト
８
進
出

本
橋　
治お

さ
むさ
ん
（
樋
橋
）

茨城フェニックスＡのみなさん

自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分

た
ち
の
手
で

ミ
ニ
防
災
訓
練　
鎌
庭
新
宿

せせらぎにホタルの幼虫を放す

消火栓の接続作業の説明を受けるお母さんたち



各
部
門
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

男
女
混
合
Ａ

　

優　

勝　

ジ
ャ
ス
テ
イ
ス（
八
千
代
町
）

男
女
混
合
Ｂ

　

優　

勝　

キ
ャ
ッ
ツ
ア
イ
（
下
妻
市
）

女
子
ヤ
ン
グ

　

優　

勝　
　

Ｂ
Ｂ
Ｃ
（
下
妻
市
）

女
子
ミ
ド
ル

　

優　

勝　

レ
ジ
ェ
ン
ド
（
筑
西
市
）

女
子
リ
ー
ダ
ー

　

優　

勝　

た
ん
ぽ
ぽ
（
下
妻
市
）

女
子
ベ
ス
ト

　

優　

勝　

源
法
寺
Ａ
（
桜
川
市
）

【
工
芸
・
彫
刻
の
部
】

入　

賞

　

青
木
照
子
（
茨
城
県
知
事
賞
）

入　

選

　

青
木
明
治　

大
島　

晃　

片
岡
富
子

　

杉
山
し
つ　

佐
藤
フ
ミ　

塚
原
雅
子

　

茨
城
県
と
県
社
会
福
祉
協
議
会
主
催
に

よ
り
２
月
25
日
か
ら
３
月
６
日
の
期
間
で

第
10
回
わ
く
わ
く
美
術
展
が
県
民
文
化
セ

ン
タ
ー
美
術
展
示
室
に
お
い
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
市
内
か
ら
も
多
数
の
出
展
が
あ

り
、
次
の
み
な
さ
ん
が
入
賞
・
入
選
さ
れ

ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

入
賞
・
入
選
者
（
文
団
連
会
員
を
含
む
）

【
日
本
画
の
部
】

入　

選

　

柴　

淳
市　

出
浦
智
枝　

古
宇
田
偵
一

　

宮
田　

蔵　

高
橋
宣
行　

鳩
貝
貞
子

　

平
間
久
子　

【
洋
画
の
部
】

入　

賞

　

市
村
広
勝

　
（
茨
城
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
長
賞
）

入　

選

　

千
勝
弘
巳　

平
田
一
元　

片
倉
忠
一

　

篠
原　

英　

大
久
保
令
子　

秋
田
運
一

　

小
野
村
雄　

渡
辺
喜
一　

鈴
木
隆
保

　

砂
沼
は
、
４
月
上
旬
に
２
０
０
０
本
の

桜
の
花
が
開
花
し
、
県
内
外
か
ら
た
く
さ

ん
の
花
見
客
で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
、
下
妻
の
シ
ン
ボ
ル
砂
沼
が
市
民
の

憩
い
の
場
と
し
て
、
い
つ
で
も
き
れ
い
で

あ
り
ま
す
よ
う
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
お
疲
れ
さ
ま
で

し
た
。

で
、
日
本
古
来
の
伝
統
的
な
文
化
を
子
ど

も
た
ち
が
自
ら
体
験
し
習
得
し
た
も
の
を

継
承
し
な
が
ら
発
展
さ
せ
、
豊
か
な
人
間

性
を
形
成
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
全
国
各

地
で
実
施
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

今
年
で
３
年
目
と
な
っ
た
成
果
発
表
会

は
、
小
学
生
か
ら
中
学
生
ま
で
の
児
童
・

生
徒
が
参
加
し
、
昨
年
の
７
月
か
ら
稽
古

に
入
り
14
回
の
練
習
を
重
ね
、
今
回
の
発

表
会
と
な
り
ま
し
た
。
出
演
し
た
子
ど
も

た
ち
は
、
幕
が
あ
が
る
と
、
い
ま
ま
で
の

稽
古
の
成
果
を
発
揮
。
し
な
や
か
に
、
し

っ
と
り
と
踊
る
し
ぐ
さ
に
、
観
客
席
か
ら

大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

舞
台
裏
で
も
保
護
者
と
西
崎
流
幸
樹
会
の

会
員
の
み
な
さ
ん
が
、
照
明
や
音
響
、
着

付
け
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
の
舞
台
を
陰
で

支
え
て
い
ま
し
た
。

　

３
月
５
日
、
県
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
バ
レ
ー

親
善
大
会
が
総
合
体
育
館
な
ど
８
会
場
で

お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

県
内
各
地
か
ら
１
８
０
チ
ー
ム
、
約

１
０
０
０
人
が
オ
ー
プ
ン
参
加
し
、
館
内

い
っ
ぱ
い
に
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し

た
。

　

ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
バ
レ
ー
は
、
男
女
だ
れ

も
が
、
手
軽
に
楽
し
め
る
生
涯
ス
ポ
ー
ツ

と
し
て
親
し
ま
れ
、
愛
好
者
も
年
々
増
加

の
一
途
を
た
ど
っ
て
お
り
ま
す
。

　

試
合
で
は
、
県
内
ナ
ン
バ
ー
・
ワ
ン
を

目
指
し
て
、
チ
ー
ム
一
丸
と
な
り
ボ
ー
ル

を
絶
対
に
コ
ー
ト
に
落
と
す
ま
い
と
、
必

死
に
追
い
か
け
る
選
手
や
„
ソ
レ
ー
！
“

と
掛
け
声
と
と
も
に
、
得
点
に
結
び
つ
く

と
、
応
援
者
も
一
体
と
な
り
、
大
き
な
歓

声
が
館
内
い
っ
ぱ
い
に
響
き
わ
た
り
ま
し

た
。„
久
し
ぶ
り
に
こ
こ
ち
よ
い
汗
を
流

し
ま
し
た
。
気
の
合
っ
た
友
達
と
い
っ
し

ょ
に
、
楽
し
む
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
い

い
ス
ポ
ー
ツ
で
す
ね
“
と
額
の
汗
を
タ
オ

ル
で
ぬ
ぐ
い
な
が
ら
話
を
し
て
く
れ
た
参

加
者
の
み
な
さ
ん
。
ご
苦
労
さ
ま
で
し

た
。

　

３
月
５
日
、
春
の
穏
や
か
な
天
気
の
な

か
„
砂
沼
を
き
れ
い
に
す
る
運
動
“
が

お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
運
動
は
、„
下
妻
の
シ
ン
ボ
ル
で

あ
る
砂
沼
“
を
い
つ
で
も
き
れ
い
に
と
の

趣
旨
に
よ
り
、
毎
年
桜
が
咲
く
前
に
お
こ

な
わ
れ
る
も
の
で
、
今
年
は
45
団
体
37
地

区
６
０
０
名
の
参
加
者
の
み
な
さ
ん
に
よ

り
、
遊
歩
道
周
辺
の
ご
み
が
集
め
ら
れ
ま

し
た
。

　

ご
み
の
多
く
は
、
ポ
イ
捨
て
さ
れ
た
空

き
缶
や
ビ
ニ
ー
ル
袋
で
、
自
転
車
や
ド
ラ

ム
缶
な
ど
も
あ
り
集
め
ら
れ
た
ご
み
の
量

は
、
１
３
３
０
キ
ロ
グ
ラ
ム
に
な
り
ま
し

た
。

　

３
月
５
日
、千
代
川
公
民
館
に
お
い
て
、

西
崎
幸
樹
舞
踊
研
究
所
„
幸こ
う

樹き

会
“
主
催

に
よ
る
日
本
舞
踊
子
ど
も
教
室
の
成
果
発

表
会
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
文
化
庁
か
ら
委
嘱
さ
れ
て

い
る
伝
統
文
化
子
ど
も
教
室
事
業
の
一
環

　

吉
井
淑
威　

塚
越
綾
子

【
書
の
部
】

入　

賞

　

石
倉
つ
や
子
（
佳
作
）

　

大
澤
嘉
子
（
佳
作
）

入　

選

　

鈴
木
賢
一　

小
林
秀
男　

宇
梶
佐
知
子

　

鳩
貝
美
三　

川
村
政
司　

島
田
耕
三

【
写
真
の
部
】

入　

選

　

大
倉　

勇　

柿
澤
恵
美
子　

飯
村
松
雄

　

中
村　

収　

松
田
茂
男　

大
久
保
清

　

阿
久
津
勲　

飯
田
光
信　

飯
塚　

洋

　

鈴
木
照
司　

大
倉
節
子

　“広報しもつま” では、市民のみなさんの声が行政に反映
でき、また、より親しみを持っていただけるよう市民参加の
ページを設けています。
　このコーナーでは、市民のみなさんからの声や情報を提供
していただき、“広報しもつま” を愛読していただいている
方々をはじめ広く県内外にアピールしてまいります。
　市民の皆さんからのホットで心温まる情報や明るい話題な
どをお待ちしていますので、お気軽にお寄せください。

市内にお住まいの方（自薦他薦は問いません）

おおむね８００字以内（原稿用紙に指定はありません）

原稿をお寄せいただいた方と広報紙担当で調整しま
す。なお、営利目的の広告や誇大、虚偽、公共性を損
なう原稿はご遠慮ください。

掲載を希望する前月の１５日

ほっと レポ・ライン
市民の声 Hot repo line

TOPICSTOWNTOWN

“ソレー！” と掛け声とともに 熱戦が繰り広げられました たくさんのごみが、みなさんの手で集められました

しなやかに、しっとりと披露

いままでの稽古の成果を発揮
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茨
城
百
景
砂
沼
を
き
れ
い
に

砂
沼
を
き
れ
い
に
す
る
運
動

日
本
古
来
の
伝
統
文
化

日
本
舞
踊
子
ど
も
教
室
成
果
発
表
会

こ
こ
ち
よ
い
汗
が
額
に

第
11
回 

県
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
バ
レ
ー

親
善
大
会
開
催

第
10
回
わ
く
わ
く
美
術
展

開
催
さ
れ
る

入
賞
・
入
選
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

□募集します

　問い合わせ先　秘書課 広報広聴係　内線1212

対   象   者

原　　稿

編　　集

締め切り



大
堀
東
遺
跡
出
土
高こ

う

台だ
い

付つ
き

椀わ
ん

︵
内う

ち

黒ぐ
ろ

処
理
︶

詩頭口 詩頭口

生
き
て
在
る
楽
し
き
こ
と
の
一
つ
と
し
娘
と
語
る
晩
の
厨
で

中
久
喜　

和か
ず

（
下
妻
乙
）

あ
っ 

は
っ
ぱ
さ
ん

つ
か
ま
っ
て
る 

ね

つ
か
ま
っ
て
る

が
ん
ば
れ 

が
ん
ば
れ

あ
ー 

い
っ
ち
ゃ
っ
た

　

先
ご
ろ
、
長
塚
如き
さ
ら
ぎ
か
い

月
会
（
会

長　

武
田
俊と
し
ゆ
き之

さ
ん
）
か
ら
、

市
の
福
祉
事
業
に
役
立
て
て
ほ

し
い
と
、
１
万
６
０
７
１
円
の

寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
如
月
会
は
約
40
名
で
構

成
さ
れ
、
地
域
の
奉
仕
活
動
や

お
神
輿
な
ど
に
参
加
し
て
い
る

団
体
で
、
昨
年
の
秋
、
„
長
塚

ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
“
が
お
こ
な

わ
れ
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
イ
ベ
ン

ト
に
よ
り
集
ま
っ
た
募
金
が
、

今
回
寄
付
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

本
資
料
は
、
平
成
16
年
・
17

年
度
茨
城
県
教
育
財
団
に
よ
り

発
掘
調
査
が
お
こ
な
わ
れ
た
大

堀
東
遺
跡
出
土
の
土
器
で
、
平

将
門
が
活
躍
し
た
平
安
時
代

（
十
世
紀
）
に
作
ら
れ
た
も
の

で
す
。
こ
の
土
器
の
内
側
は
黒

色
処
理
（
内
黒
処
理
）
が
施
さ

れ
て
お
り
、
水
漏
れ
を
で
き
る

だ
け
防
ぐ
工
夫
が
な
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
内
黒
処
理
は
一

体
ど
の
よ
う
に
お
こ
な
っ
た
の

で
し
ょ
う
か
。
今
の
と
こ
ろ
、

二
つ
の
説
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
つ
は
、
黒
漆
や
ゴ
マ
油
と
い

っ
た
植
物
油
、
ま
た
は
動
物
や

魚
の
脂
肪
を
塗
っ
て
土
器
を
焼

い
た
と
い
う
説
。
も
う
一
つ

は
、
籾
殻
な
ど
植
物
性
の
発
炭

材
を
土
器
の
中
に
入
れ
て
焼
く

と
ス
ス
が
付
い
て
黒
く
な
る
と

い
う
説
で
す
。
ど
ち
ら
の
説
が

正
し
い
の
か
は
今
後
の
研
究
成

【
解
説
】　
走
る
車
で
フ
ロ
ン
ト
ガ
ラ

ス
の
落
ち
葉
を
み
つ
け
て
一
生
懸
命

に
応
援
し
て
い
ま
し
た
。
こ
ん
な
気

持
ち
を
い
つ
ま
で
も
忘
れ
な
い
で
ほ

し
い
で
す
ね
。　

採
集　
母　
飯
塚　
幸ゆ

き
子こ

わ
ら
べ
う
た
・
あ
そ
び
ラ
ン
ド

く
さ
ぶ
え
28
集
よ
り

が

ん

ば

れ

豆
雛
や
朱
塗
り
の
盆
の
金
平
糖

関　

千
代
子
（
下
妻
乙
）

の
ど
け
し
や
野
の
道
を
行
く
乳
母
車

長
谷
川
ま
つ
（
半　

谷
）

特
注
の
自
転
車
届
き
日
脚
伸
ぶ

安
原
百
合
子
（　

鯨　

）

農
作
業
の
人
影
ゆ
ら
ぐ
う
ら
ら
日
に
佛
の
座
咲
き
帯
な
す
径み
ち

の
辺

桜
井　

英え
い

子こ

（
谷
田
部
）

体
調
悪
し
快
復
せ
ん
と
試
こ
こ
ろ

み
し
朝
の
散
歩
す
る
年
の
始
め
に

諏
訪　

文ふ
み

子こ

（
下
妻
丁
）

春
の
市
民
音
楽
祭
に
は
つ
ら
つ
と
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
演
ず
る
老
い
も
若
き

も

関　

千
代
子
（
下
妻
乙
）

一
周
忌
の
回え

向こ
う

を
無
事
に
済
ま
せ
た
る
安
堵
の
思
ひ
を
遺
影
に
語
る

関　
　

富と
み

喜き

（
下
妻
丁
）

臓
の
腑
に
石
く
れ
い
く
つ
眠
ら
せ
て
芽
起
こ
し
雨
に
わ
が
肩
ぬ
ら
す

寺
田　

陽
子
（
下
妻
乙
）

公
園
の
池
に
細
さ
ざ

波
立
ち
来
れ
ば
遠
お
ち

近こ
ち

の
鴨
真
中
に
集つ
ど

う

浅
野　

悦
子
（
鎌　

庭
）

野
菜
切
る
手
を
止
め
急
ぎ
か
け
よ
れ
ば
間
違
い
電
話
ぷ
つ
ん
と
切
れ
ぬ

飯
泉　

淑
子
（　

原　

）

雪
分
け
て
や
っ
と
芽
生ば

え
た
水
仙
も
き
び
し
き
寒
さ
に
伸
び
る
の
お
そ

し

小
倉　

房
子
（
宗　

道
）

果
に
譲
る

と
し
て
、

古
代
人
の

英
知
に
は

驚
か
さ
れ

ま
す
。

　

総ふ
さ

上か
み

村
は
古ふ
る

沢さ
わ

・
今い
ま
い
ず
み泉

・
袋
ふ
く
ろ

畑は
た

・
中な
か

居い

指ざ
し

・
二に

本ほ
ん

紀ぎ

・
小お

島じ
ま

の

６
村
が
合
併
し
て
、
明
治
22
年
に

誕
生
し
ま
し
た
。
こ
の
内
二
本
紀

村
は
、
明
治
11
年
に
行な
め

田だ

村
と
松ま
つ

岡お
か

村
が
合
併
し
て
で
き
た
村
で
し

た
。

　

村
役
場
は
、
中
央
に
位
置
し
交

通
の
便
が
よ
い
小
島
に
置
か
れ
ま

し
た
。
村
名
の
由
来
は
定
か
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
下し
も

総う
さ

国
の
北
部

に
位
置
す
る
こ
と
か
ら
「
総
上
」

と
つ
け
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

な
お
、
古
沢
は
集
落
が
東
西
で

１
㎞
も
離
れ
て
い
る
た
め
、
中
央

の
水
田
地
帯
で
東
古
沢
・
西
古
沢

に
分
け
ら
れ
、
東
西
で
学
区
も
異

な
り
、
東
古
沢
が
加か

養よ
う

の
豊と
よ

加か

美み

小
学
校
と
大
串
の
東
部
中
学
校
、

西
古
沢
が
小
島
の
総
上
小
学
校
と

長
塚
の
下
妻
中
学
校
へ
通
学
す
る

こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

豊
加
美
村
は
明
治
22
年
、加
養
・

山や
ま

尻じ
り

・
樋ひ

橋ば
し

・
谷や

田た

部べ

・
新に
い

堀ぼ
り

・

肘ひ
じ

谷や

・
柳や
ぎ

原わ
ら

の
７
村
が
合
併
し
て

誕
生
し
て
い
ま
す
。
明
治
17
年
の

連れ
ん

合ご
う

村そ
ん

で
は
、
こ
の
７
村
に
、
後

に
蚕こ

飼か
い

村
と
な
る
大お
お

園ぞ
の

木き

村
・
鯨
く
じ
ら

村
が
加
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
村
役

場
は
、地
理
的
に
は
偏か
た
よる
も
の
の
、

連
合
村
時
代
か
ら
役
場
が
あ
り
、

か
つ
交
通
の
便
が
よ
い
加
養
に
設

置
さ
れ
ま
し
た
。

　

村
名
は
豊
田
郡
の
中
で
最
も
大

き
な
村
で
あ
り
、
そ
の
水
田
は
郡

の
中
で
最
も
美4

を
加4

え
る
こ
と
を

も
っ
て
命
名
さ
れ
た
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
次
の
よ
う
な

説
も
あ
り
ま
す
。
も
と
も
と
は
豊と
よ

田だ

郡
の
上（
北
）に
あ
る
の
で「
豊

上
村
」
と
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

た
の
が
、
加
養
村
か
ら
希
望
が
出

て
、加
養
の
「
加
」
を
採
り
「
美
」

を
添
え
て
、「
上
」
の
文
字
を
「
加

美
」
の
二
文
字
に
す
る
こ
と
で

円
満
に
決
定
し
た
と
い
う
も
の
で

す
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
豊
田
郡
に

由
来
す
る
村
名
で
あ
る
こ
と
は
確

か
で
す
。

　

蚕
飼
村
は
大
園
木
・
鯨
の
２
村

が
合
併
し
て
明
治
22
年
に
誕
生
し

た
豊
田
郡
中
、
最
も
小
さ
な
村
で

す
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
両
村

は
加
養
村
と
の
連
合
村
を
組
織
し

て
い
ま
し
た
が
、
明
治
の
大
合
併

で
は
２
村
の
み
の
合
併
と
な
っ
た

の
で
す
。
茨
城
県
で
は
郡
ご
と
に

合
併
案
を
策
定
し
て
い
ま
し
た
。

「
豊
田
郡
分
合
案
」
に
よ
れ
ば
大

園
木
・
鯨
は
南
側
に
隣
接
す
る
舘た
て

方が
た
・
豊と
よ

田だ

・ 

本も
と

豊と
よ

田だ

（
現
常
総
市
）

の
計
５
か
村
で
合
併
し
、
豊
田
村

と
な
る
も
の
で
し
た
。
一
方
、
大

園
木
・
鯨
が
本ほ
ん

宗そ
う

道ど
う

を
中
心
と
し

た
宗
道
村
に
合
併
す
る
と
い
う
約や
く

定じ
ょ
うが
交
わ
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
明

ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
合
併
案
が
幻
の
も
の
と
な
っ
た

背
景
に
は
、
用
水
・
排
水
な
ど
の

水
利
に
対
し
周
辺
村
々
と
利
害
関

係
が
あ
っ
た
た
め
で
す
。

　

蚕
飼
村
の
役
場
は
大
園
木
に
設

置
さ
れ
ま
す
。
村
名
は
、
小
貝
川

（
子こ

飼か
い

川
）
に
由
来
し
、
養
蚕
が

盛
ん
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら「
蚕
飼
」

の
文
字
を
あ
て
た
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

　

な
お
、
大
園
木
と
加
養
の
境

界
に
は
両
方
に
ま
た
が
っ
て
「
亀か
め

崎ざ
き

」
地
区
が
所
在
し
ま
す
。
大
園

木
分
が
「
前
坪
」、加
養
分
が
「
北

坪
」
と
呼
ば
れ
、
両
坪
の
境
界
が

村
の
境
界
で
あ
り
、
近
代
以
降
も

行
政
区
を
違た
が

え
て
い
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
亀
崎
が
、
江
戸
時
代
に
大

園
木
村
・
加
養
村
そ
れ
ぞ
れ
か
ら

「
出で

村そ
ん

」
と
し
て
成
立
し
た
た
め

な
の
で
す
。

（
市
生
涯
学
習
課
文
化
係
）

Series
総
上
村
の
沿
革

蚕
飼
村
の
沿
革

Vol.
4

蚕飼村役場（大正期頃：広田広一氏提供）

豊
加
美
村
の
沿
革

みなさんの温かい善意ありがとうございます
如月会会員のみなさん

●●

温
か
い
善
意

温
か
い
善
意

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す

ふ
る
さ
と
博
物
館
収
蔵
資
料
紹
介
35

芸

民

市

文

俳 

句

短 

歌
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新
下
妻
市
の
歴
史
再
発
見

新
下
妻
市
の
歴
史
再
発
見

子どもの純粋な
心のつぶやき
 

飯い
い

塚つ
か 

琴こ
と

音ね

５
歳
２
か
月
︵
豊
加
美
幼
稚
園
︶



くらしの広場

平成17年度ダイオキシン類の測定結果報告

　日本人のがんは、食生活とのかかわりが深い消化器
系（胃･大腸･肝臓･すい臓･食道）のがんが多く、男性
の約６割、女性の約５割に達します。
　次に多いのが肺、喉頭などの呼吸器系のがんで男性
の約２割、女性の約１割になります。呼吸器系のがん
は喫煙と密接な関係があります。このことは日本人の
がんの６～８割は食生活とタバコに注意することでコ
ントロールできることを示しています。

　この図は、アメリカの国立がん研究所でがん予防に
効果があると考えられる食品（デザイナーズフーズ）
の調査結果に名古屋大学の大澤教授が再構成したもの
です。上の方ほど効果の高い食品です。図の中で取り

上げた食品中のがん予防に効果がある主な成分は７種
類あります。
①細胞膜を守るベータカロチンとビタミンＡ
　･･･緑黄色野菜、しそ科の野菜、海藻類
②免疫力を高めるビタミンＢ群
　･･･ほうれん草、ブロッコリー、カリフラワーなど
③ビタミンＣ
　・・･キャベツ、にんじん、ブロッコリー、芽キャベツ、
　　ピーマン、ジャガイモ、柑橘類
④油の酸化を防止するビタミンＥ
　･･･ごま、大豆などの種子類、ブロッコリー、きゅ
　　うり、ピーマン、にんにく、柑橘類
⑤ビタミンのパワーを増強するミネラルのセレン
　･･･ごま、豆類、にんにく、玉ねぎ、ブロッコリー、
　　きのこ類
⑥新たに発見された主な化学成分群
　･･･クロロフィル、カテキン、ポリフェノールなど
⑦食物繊維
　①～⑥は発がん性物質の解毒や抑制効果が主な役割
で、⑦は便通をよくしながら、その過程で発がん物質
を吸着したり、毒性を薄めながら排泄します。
　つまり、特定の野菜に偏らず、いろいろな種類の野
菜をたくさん（目標は１日に３５０ｇ。そのうち３分
の１は緑黄色野菜から）摂ること
がポイントとなります。

保健センター
☎ 43-1990
内線1555

重
要
性
の
度
合

にんにく

キャベツ　セロリ 　　
大豆　にんじん　しょうが　

玉ねぎ　茶　ターメリック　　　　　　
玄米　全粒小麦　ブロッコリー　カリフラワー

柑橘類（オレンジ　レモン　グレープフルーツなど）
ナス科（トマト　ナス　ピーマンなど）　　　　　　　

　　　 マスクメロン　　　　
　　しそ科香辛料（バジル　ハッカ　ローズマリーなど）
きゅうり　あさつき　じゃがいも　大麦　ベリー類（ラズベリー

など）

　平成１７年１１月に下妻地方広域事務組合ごみ処理施設「クリーンポート・きぬ」で行った排ガス中のダイ
オキシン濃度測定結果をお知らせします。
　２炉ともに国の排出規制基準及び「クリーンポート・きぬ」独自の管理目標値を下回る測定結果となりました。

測　　定　　日 採取場所 分　析　結　果 測定炉
平成１７年１１月２５日 煙突中間部 ０.０７８ｎｇ－ＴＥＱ /㎥N １号炉
平成１７年１１月１１日 煙突中間部 ０.０７８ｎｇ－ＴＥＱ /㎥N ２号炉

平成１７年１１月２５日
焼 却 灰 ０.１５ｎｇ－ＴＥＱ /ｇ　　
ば い じ ん ０.４５ｎｇ－ＴＥＱ /ｇ　　

◎国（「ダイオキシン類対策特別措置法」「廃棄物処理法」）の排ガス中の
　ダイオキシン排出規制基準
　１.０ng－ TEQ/ ㎥ N（2002年 12月１日から）
　焼却灰、飛灰の排出基準
　３.０ng－ TEQ/ ｇ（2002年 12月１日から）
◎「クリーンポート・きぬ」の排ガス目標値（旧ガイドライン）
　０.５ng－ TEQ/ ㎥ N

〔ｎｇ（ナノグラム）〕
ナノは１０億分の１の単位。
ｎgは１０億分の１グラム。
〔㎥Ｎ（立法メートルノルマル）〕
摂氏０℃、１気圧、１㎥中
〔ＴＥＱ（Toxic  Eqivalents）〕
毒性等量

用語解説

【問い合わせ先】
下妻地方広域事務組合ごみ処理
施設　「クリーンポート・きぬ」
☎４３－８８２２

　下妻市では、平成５年から公共下水道工事に着手し、平成１１年７月から
下妻駅西側９９．９ha が一部供用開始となり、千代川地区でも、平成６年か
ら工事に着手し、平成１２年９月に本宗道地区の一部１６．８haがみなさんの
ご協力のもと供用開始となりました。その後、下水道認可区域の拡大を図り
ながら整備が進められています。

平成18年4月1日から
下水道に接続できる区域
すでに供用開始している
区域
平成18年度工事実施予定
区域

●●

バランスよく食べてがん予防
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か��え

還り道還り道
水の

下妻市の公共下水道事業

4月1日から公共下水道に接続できる区域が拡大されました

　下水道は、道路や公園などと違い、
施設を整備しただけではその役割を
果たすことができません。下水道が
使用できる区域になった場合には、
家庭や工場からの汚水を下水道に流
せるように、宅地内の排水設備工事
が必要です。
　下水道の接続については、指定工
事店または市下水道課にご相談くだ
さい。現在、下水道の指定工事店に
は１０９店の登録があり、市のホー
ムページ等でも確認することができ
ます。

下水道を使うには

　下水道が整備され、地域のみなさ
んが公共下水道に接続すると、汚水
をすみやかに排除するため、ハエや
蚊の発生を防ぎ、とても衛生的です。
　汲み取り式便所や単独浄化槽（便
所のみ）を利用している場合、台所
や風呂、洗濯などで使用した排水が
そのままの状態で道路側溝や排水路
に流され、川や海、湖などを汚染す
る原因となっています。

下水道はとても衛生的

　平成１７年度工事の完了により、
４月１日から公共下水道に接続で
きる区域が拡大されました。今回拡
大された区域は、長塚・浦町・大町
の一部１９.１６ha（下妻地区）と田
下・下栗の一部９.４ha（千代川地区）
です。
　現在、下妻地区２７６ha、千代川
地区１１０ha、計３８６ha（計画区
域の約２０％）の区域において公共
下水道が使用できます。
　なお、平成１８年度は、田下･下
栗地区で約１１ha の工事が予定さ
れています。

拡大された区域は

問い合わせ先
下水道課　内線1734



健康カレンダー　Health Calendar ５月

ひまわり歯科医院

在

歯

鯨井内科

日 月 火 水 木 金 土

下妻市の人口・世帯下妻市の人口・世帯
-４月１日現在-

人　口　46,335 人
　男　　23,112 人
　女　　23,223 人
世帯数　14,839 世帯

テレフォンサービス

火災・災害のとき
市役所などの行事・催し物

☎44-3111

☎43-4000

３月の交通事故３月の交通事故

（　）内は前年

発生件数 29（30） 85（  99） 

死　　亡

負　　傷 49（45） 125（141） 

0（  0） 0（    1） 

－累計－

　

み
な
さ
ん
は
お
花
見
に
出
か
け
ま
し
た

か
。
４
月
２
日
に
は 
‚
砂
沼
桜
ま
つ
り
‘

が
行
わ
れ
、
砂
沼
一
周
歩
こ
う
会
な
ど
の

イ
ベ
ン
ト
に
多
く
の
方
が
参
加
し
て
い
ま

し
た
。
花
は
５
〜
６
分
咲
き
だ
っ
た
で
し

ょ
う
か
…
。
春
ら
し
い
ほ
の
ぼ
の
と
し
た

写
真
を
撮
ろ
う
と‚
観
桜
苑
‘に
出
か
け
、

家
族
連
れ
に
カ
メ
ラ
を
向
け
て
み
ま
し
た
。

„
ど
ち
ら
か
ら
来
ら
れ
た
の
で
す
か
“
と

声
を
か
け
て
み
る
と
、
市
内
か
ら
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
八
千
代
町
や
関
城
、
石
下

な
ど
市
外
の
方
も
た
く
さ
ん
来
て
い
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
み
な
さ
ん
に
楽
し
ん
で

も
ら
え
る
と
あ
り
が
た
い
で
す
ね
。（
Ｓ
）

　

桜
の
花
が
満
開
に
な
り
、
と
て
も
、
過

ご
し
や
す
い
日
々
と
な
り
ま
し
た
が
、
そ

の
反
面
、
み
な
さ
ん
の
な
か
に
は
、
花
粉

症
で
悩
ま
さ
れ
て
い
る
方
も
い
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
花
粉
の
飛
散
量
は
前

年
の
夏
の
日
照
時
間
が
大
き
く
関
わ
っ
て

い
ま
す
。
今
年
の
春
は
、
昨
年
の
よ
う
に

大
量
に
飛
散
し
な
い
よ
う
で
す
が
、
油
断

は
大
敵
で
す
。
花
粉
症
は
、
一
度
か
か
る

と
、
な
か
な
か
治
ら
な
い
や
っ
か
い
な
も

の
で
す
か
ら
日
ご
ろ
か
ら
花
粉
に
負
け
な

い
体
質
作
り
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。ま
た
、

農
家
の
み
な
さ
ん
も
、
田
植
え
の
準
備
や

ス
イ
カ
・
メ
ロ
ン
・
梨
の
手
入
れ
な
ど
、

大
変
忙
し
い
時
季
と
な
り
ま
し
た
が
、
健

康
に
は
、
十
分
気
を
つ
け
て
、
農
作
業
に

精
を
出
し
て
く
だ
さ
い
。　
　
　
　
（
Ｔ
）

（－78） 
（－14） 
（－64） 
（＋10） 

（　）は前月比

●●17 16広報しもつま 2006.4 広報しもつま 2006.4

☎43-6391
☎43-5100
☎44-2556
☎44-3957
☎44-2792
☎44-3761
☎44-2438

坂入医院（高道祖4611-12）
平間病院（江2051）
湖南病院・とき田クリニック（長塚48-1）
浅田医院（本宗道10）
古橋医院（別府408-3）
軽部病院（下妻乙398-1）
中岫産婦人科医院（下妻丁148）

休日在宅当番医　午前9時30分～午後4時在

保健センター保
千 千代川保健センター

休日・夜間に診てくれる医療機関を探します
インターネット  ⇨  www.qq.pref.ibaraki.jp
携　帯　　  ⇨  www.qq.pref.ibaraki.jp/kt
電　話　　  ⇨  029-241-4199

茨城県救急医療情報システム

www11.ocn.ne.jp/̃syoubou/index.html

小児救急輪番・病院群輪番
茨城西南地方広域市町村圏事務組合消防本部

www.pref.ibaraki.jp/bukyoku/hoken/kodomobook.pdf

小児救急パンフレット
『子どもの救急ってどんなとき？』

西南医療…茨城西南医療センター病院（境町2190）
友愛記念…友愛記念病院（古河市関戸726）

☎0280-87-8111
☎0280-98-3511

小児救急当番医
月火木土曜：午後6時～翌朝8時／日曜・祝祭日：午前8時～午後6時

小

土日・祝祭日（1月1日を除く）午後7時から翌朝7時
夜間応急診療所　☎43-1990

お子さんが急な病気で心配なとき、ご相談ください
局番なしの　＃８０００
プッシュ回線でない固定電話、携帯電話、公衆電話からは ☎029-254-9900

茨城子ども緊急電話相談

相談日時：月～金曜日  午後6時30分～午後10時30分
※土・日・祝日および年末年始はのぞく
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子
の
名　
　
性
別　
保
護
者　

住
所

　

死
亡
者　
　
年
齢　
世
帯
主　

住
所

※
広
報
へ
の
掲
載
を
希
望
し
な
い
場
合

　
は
、
お
届
け
の
際
に
市
民
課
窓
口
に

　
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

遊びの広場
10:00 ～ 10:30

保 ３歳児健診
13:30 ～ 13:50

ぴよぴよ教室
10:00 ～ 10:30

保

1歳6か月児健診
13:30 ～ 13:50

保

43 65

1110 131287 9

1817 20191514 16

2524 27262221 23

2928 30

５か月児健診
13:10 ～ 13:30

保

小西南医療 小友愛記念

小

保 すくすく相談
13:30 ～

西南医療 小西南医療小

在 浅田医院

友愛記念

小

在 古橋医院

西南医療

小

在 軽部病院

西南医療

小西南医療 小友愛記念 小西南医療

保 マタニティクラス
13:30 ～ 15:30

小友愛記念

小友愛記念

小友愛記念 小西南医療 小西南医療 小西南医療

小西南医療

保

小西南医療

小

保 元気アップ教室
9:30 ～ 10:30

西南医療

小

キッズくらぶ
10:00 ～ 10:30

千

ＢＣＧ接種
14:00 ～ 14:30

保

西南医療

31

保 １歳児相談
13:30 ～ 13:50

21
小西南医療 小西南医療

在 坂入医院 在 平間病院

小

在 湖南病院
とき田クリニック

西南医療

小友愛記念

肺がん・基本健診
（東鯨農村集落センター）
  9:30 ～ 11:30
13:30 ～ 15:00 肺がん・基本健診

（別府コミュニティセンター）
  9:30 ～ 11:30
13:30 ～ 15:00

肺がん・基本健診
（千代川保健センター）
  9:30 ～ 11:30
13:30 ～ 15:00 肺がん・基本健診

（千代川保健センター）
  9:30 ～ 11:30
13:30 ～ 15:00

肺がん・基本健診
（千代川保健センター）
  9:30 ～ 11:30
13:30 ～ 15:00

肺がん・基本健診
（騰波ノ江市民センター）
  9:30 ～ 11:30
13:30 ～ 15:00

肺がん・基本健診
（勤労青少年ホーム）
  9:30 ～ 11:30
13:30 ～ 15:00

肺がん・基本健診
（千代川保健センター）
  9:30 ～ 11:30
13:30 ～ 15:00

肺がん・基本健診
（騰波ノ江市民センター）
  9:30 ～ 11:30
13:30 ～ 15:00

肺がん・基本健診
（働く婦人の家）
  9:30 ～ 11:30
13:30 ～ 15:00

肺がん・基本健診
（勤労青少年ホーム）
  9:30 ～ 11:30
13:30 ～ 15:00

肺がん・基本健診
（働く婦人の家）
  9:30 ～ 11:30
13:30 ～ 15:00

ポリオ生ワクチン
（千代川保健センター）
14:00 ～ 14:30

千

在 中岫産婦人科
医院

肺がん・基本健診
（上妻市民センター）
  9:30 ～ 11:30
13:30 ～ 15:00

肺がん・基本健診
（上妻市民センター）
  9:30 ～ 11:30
13:30 ～ 15:00

肺がん・基本健診
（上妻市民センター）
  9:30 ～ 11:30
13:30 ～ 15:00

４月の納税

４月の納税は
ありません



古紙配合率100%再生紙を使用しています

鈴木義
よし

晴
はる

ちゃん（堀篭）

～義勝・晴美さんの長男～

　電車大好きな電車男です。
電車のことなら何でもすぐお
ぼえちゃいます。ちょっぴり
わんぱくだけど、妹思いのや
さしいお兄ちゃんです。これ
からも元気にたくましく育っ
てね。

浅野彪
ひゅう

我
が

ちゃん（鎌庭）

～尚・智子さんの長男～

　太鼓に興味がありお祭りの
ビデオを見ては、いろいろな
所をたたきます。ガラスを割
ってしまうこともしばしば。
ちょっと頑固で甘えん坊だけ
ど、弟には優しく、歌や踊り
が大好きです。これからの成
長がとても楽しみです。

飯田花
か え で

楓ちゃん（下妻丙）

～敏男・直美さんの長女～

　いつも明るく、家族やまわ
りの人たちを笑わせてくれる
弟思いのやさしいお姉ちゃん
です。活発すぎて少し心配だ
けど、これからも元気で明る
い優しい子になってね。

犬の散歩で地域交流

野 手 三枝子 さん（下妻丙）

　

毎
日
犬
の
散
歩
を
し
て
い
る
と
、

た
く
さ
ん
の
人
と
す
れ
違
い
挨
拶

を
交
わ
し
ま
す
。
犬
を
連
れ
て
い

る
人
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
し
て
い
る

人
、
登
下
校
す
る
小
中
学
生
な
ど
顔

馴
染
み
の
人
が
た
く
さ
ん
で
き
ま
し

た
。
ま
た
、
公
園
で
は
子
ど
も
た
ち

が
„
か
わ
い
い
ね
。
触
っ
て
も
い

い
？
“
と
集
ま
っ
て
来
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
私
に
と
っ
て
犬
と
の
散
歩

は
地
域
の
人
た
ち
と
の
大
切
な
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
ひ
と
時
と
感
じ

て
い
ま
す
。

　

最
近
で
は
、
３
歳
の
息
子
も
一
緒

に
行
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。す
る
と
、

息
子
も
声
を
か
け
て
も
ら
い
、
始
め

の
頃
は
恥
ず
か
し
そ
う
に
し
て
い
ま

し
た
が
、
慣
れ
て
く
る
と
よ
く
お
し

ゃ
べ
り
を
し
て
、
と
て
も
嬉
し
そ
う

に
し
て
い
ま
す
。
息
子
に
と
っ
て
も

た
く
さ
ん
の
人
と
交
流
で
き
る
楽
し

い
時
間
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ

れ
ま
す
。

　

た
だ
少
し
残
念
な
の
は
、
あ
ち
ら

こ
ち
ら
に
犬
の
排
泄
物
が
落
ち
て
い

る
こ
と
で
す
。
飼
主
一
人
ひ
と
り
が

マ
ナ
ー
を
守
り
、
新
生
下
妻
市
が
動

物
に
と
っ
て
も
優
し
い
ま
ち
と
な
る

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
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